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        岡山醫科大學生理學教室(主 任生沼教授)

        醫學士 益 澤 博

[昭 和14年1月20日 受 稿]

      第1章 緒 論

 Lowy, Johanson, Benedict更 ニZuntz,

Pfluger等 ノ研究ニ ヨ リ骨骼筋 ハ體 温 調節 ニ與 ル

有 力 ナ器 官 ト見做 サ レシモ,其 ノ後Hirsch und

Muller, Rolly等 ハ肝臟 ガ體 中最 高 温 ヲ示 シ,且

一 般 發熱 時此 部 ニ於 ケル糖 原 ノ消失 ハ筋 肉 ヨ リ遙

ニ大 ナル ヲ以 テ肝臟 ガ熱 發生 ノ根 源 ヲナ シ筋 肉 ヨ

リモ樞 要 ナル臟 器 ナ リ ト云 ヘ リ.

 Bernard, C.ハ 犬 ニ就 テ肝 門脈 ト肝 靜脈 ノ温度

ヲ測 定 シ後 者 ノ方 ガ1.6℃ 高 キ事 ヲ報告 シ,又

Cavazzaniハ 犬 ノ大 動脈 ト肝 臟 ノ温 度 ヲ測定 シ後

者 ハ 前者 ヨリモ0.1-0.5℃ 高 キ事 ヲ認 メ タ.其 ノ

後 小 坂 ハ肝臟 流過 血 液 ノ温度 ト流 血量 ヨ リ近 クハ

末岡 氏 又血液 含 有瓦斯 ト血 流 速度 ノ測 定 ヨ リ此肝

臟 ノ温熱 發 生量 ヲ測 定 シ肝臟 ハ體 温調 節上 意義 少

シ ト斷 ズ.

 余 ハ 出來 ル ダケ僅 少 ナルEingriffノ 下 ニ肝臟 ノ

温熱 發生 ヲ研 究 セ ン ガタ メニThermonadelヲ 用

ヒテ各 臟 器 ノ正常 温 ヲハ カ リ,更 ニ肝臟 ノ體 温 調

節 上 ノ意義 ニ考察 ヲ加 ヘ タ リ.由 テ 茲ニ報 告 セ ン

トス.

      第2章 研 究 方 法

 第1節 實驗 方法:I) 第1實 驗:銅 ト 「コ

ンス タ ンタ ン」 トヲ連結 シ7對 ノ接 合點 ヲ モ ツ

Thermonadelヲ 用 ヒ,其 ノー端 ハ 常 ニ氷塊 ノ溶

解 シ ツツ アル状態 ニア ル魔 法 瓶 中 ニ入 レ,他 端 ヲ

測 定 スル 目的 ノ場所 ニ置 キ,其 ノ間 ニ生 ズ ル熱 電

流 ヲ大體 ノ所 ハKompensationsmethodeデ 測

リ,更 ニ微 細 ナ 點 ハGalvanometerノ 振 レヲ

Skala上 ニ投射 シタ光點 ノ振 レノ大 サデ讀 ム コ ト

ニセ リ.

 II) 第2實 驗:Thermonadelト シテ鐵 ト「コ

ン スタ ンタ ン」 ヲ連 結 シ タ1對 ノ接 合點 ヲモツモ

ノ ヲ用 ヒ第1實 驗 ト同樣 ニKompensationsme-

thodeデ 測 定セ リ,ガ 此場 合ニ ハ 常 ニ コ レガ殆 ド

完全 ニKompensierenサ レル如 ク蓄 電池 カラ ノ

電流 ヲ加 減 セ リ.尚 ホ用 ヒタ夫 々 ノThermonadel

ハBeckmann氏 寒暖 計 ヲ温度 ノ標 準 トシテ測 定

ヲ行 ヘ リ.

 第2節 實 驗材料:I) 第1實 驗 ニ於 テハ,體

重2-3kgノ 家兎 ニ就 キ次 ノ諸 所 ノ温 度 ヲ測 定 セ

リ.皮 下― 四肢,頭,胸,腹,背,各 部.筋 肉―

上膊 上肢.其 ノ他― 腟 腔,子 宮,腹 腔,肝 臟,腎

臟,大 腦.

 II) 第2實 驗 ニ於 テモ同 ジク體 重2-3kgノ 家

兎 ニ就 キ次 ノ如 キ藥 品 ヲ用 ヒテ肝 臟 ノ温度 ノ變化

ヲ測定 セ リ.Adrenalin, Histamin, Cholere-

tin=Dehydrocholsaures natrium 2%溶 液

Drehspulen-Galvanometerハ1.21Mノ 距離 ヨ

リSkala上 ニ投 射 セ リ.
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第3章 實驗成績

 第1節 豫 備 實驗:先 ヅ既 知 ノ温度 ノ湯 ヲ以

テ第1實 驗 ノ場 合ハDrehspulen-Galvanometer

ノ光點 ノ振 レ ヲ又 第2實 驗 ノ場 合 ハKompen-

sationsmethodeニ ヨ リ前 述 ノ電 流計 ヲ 示零器

(Zero-instrument)ト シ テ使用 シ,各 温度 ニ於 ケ

ル 電動 力 ヲm.v.ヲ 以 テ測 定 シ夫 々Kurveニ 描 キ

基 準 曲線 トセ リ.

第I實 驗ノ豫備實驗ノ成績

之 ヲKurveニ ス ル事 第1圖 ノ如 シ.

第1圖

今Kompensationsstromヲ0.8m.v.ニ ス ル 時

ハ0.6m.v.ノ 時 ヨ リモDeflektion d. Skalaハ

50.5増 加 ス.

 偖 而此 圖 ヲ用 ヒテDeflektion d. Skalaハ 温 度

ニ換 算 スル ヲ得 ベ シ.

第II實 驗 ノ豫備實驗ノ成績

之 ヲ表 示 スル事 第2圖 ノ如 シ.
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第2圖

 尚 ホ 此 際Beckmann 3° ハCelcius 36.25° ニ相

當 ス.

 V'ハ 計 算 ニ ヨ リ1/243×Volt d. Kompensa-

tionsstromesナ リ.

 第2圖 ヨ リ計 算 ス レバ0.01V'm.v.ノ 電 動 力 ノ

差 ハ平均0.56℃ ノ温度 ノ差 ニ等 シイ事 ヲ知 ル.故

ニ之 ニ ヨ リ電 動 力 ヲ温 度 ニ換算 シ得 ベ シ.

 第2節 第I實 驗 ノ成績:先 ヅ四肢 ノ皮 下 ノ

温 度測 定 ノ場 合ニ ハ總 テ皮膚 ニ小切 ヲ入 レテ ソコ

ヨ リThermonadelヲ 約4cm挿 入 シ,其 ノ上 ヲ

輕 ク繃帯 シ約15分 間靜 置 後 ノ値 ヲ取 ル,勿 論 家兎

ノ他 ノ部 分ハ 綿 ヲ以 テ被 覆 セ リ.筋 肉 ニ於 テ モ同

樣 ノ皮 切 ヨ リThermonadelヲ 筋 肉 中 ニ深 ク刺 入

ス.尚 ホ コレハ 其 ノ他 ノ部 ニ於 テモ 同樣 ナ リ.唯

腟 及 ビ子 宮 ハ其 ノ内腔 ニ挿 入 セ リ,又 大 腦ハ 直徑

約5mmノ 穴 ヲ頭 蓋骨 ニ作 成 シ ソコ ヨ リ大腦 中 ニ

刺 入 セ リ.

40



家兎ノ各組織及ビ器官ニ於ケル温度ノ實驗的研究 775

 表 中肝臟 表 面 トアルハ 膽嚢 部 ノ事 デ アル ガ,今

家 兎 ノ各臟 器 及 ビ組 織 ノ正常 温 ハ肝臟 就 中其 ノ膽

嚢 部換 言 ス レバ十 二 指腸 ニ接 スル部 ガ最 高 ニ シテ

次 ニ 肝臟 實 質 中 ガ高温 ヲ 示 シ腎 臟腹 腔 内 中心部

(15cmノ 所)子 宮之 ニ次 ギ最 モ低 キハ 筋 肉皮 下腦

ノ順序 ナ リ.

 Kompensationsstromハ0.6m.v.及 ビ0.8m.v.

ヲ用 ヒタ リ.

   第3節 第II實 驗 ノ成績:

 1) Histamin注 射時 ニ於 ケル肝 臟 ノ各所 ノ温

度 ノ變 化

 各 例共 肝臟 ノ直 上部 即 チ右側 横隔 膜下 部 ニ於 ケ

ル温度 ノ變 化 ハ0.1% Histamin 0.1cc-0.4cc/kg

ノ注射 ニ テハ認 メラ レズ.

 次 ニ肝臟 ノ直下 部 即チ膽 嚢部 ニ於 ケル温度 ノ變

化 ハ次 ノ如 シ.

 尚 ホ家 兎 ニ於 テハ背 位 ニ固定 スル時 ハ肛門 温 ハ

大體36.0℃ 位 迄下 降 シ テ行 クモ ノナ リ.

0.1% Histamin 0.04cc/kg靜 脈 内 注 射
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0.1% Histamin 0.4cc/kg靜 脈 内 注 射

 表ニ 於 ケル如 ク肝 臟 ノ直 下部 ニテハ0.04cc/kg

ニ テハ 注 射 直後 ニ於 テ0.01°-0.02℃ ノ温 度 上昇

ヲ來 シ,4′10″-5′08″,時 ニハ7′10″後 ニ輕 度 ナ ガ

ラ同樣 ノ温度 上昇 ヲ來 ス ヲ認 メル.0.4cc/kgニ テ

モ 同樣 ニ注射 直後 ニ温度 上昇 ヲ來 シ更 ニ數 分 ヲ經

テ 同樣 ノ温度 上昇 ヲ來 シ,猶 ホ此場 合 ニテハ前 ノ

場 合 ヨリモ 温 度 上昇 ハ著 シク0,02°-0.08℃ ニモ

及 ブ.

2) Adrenalinヲ 注射 セル 時肝臟 ノ各所 ニ於 ケ

ル温度ノ變化

 各 例共肝 臟 ノ直 上部 即 チ右側横 隔 膜下 部 ニ於 テ

ハ0.1% Adrenalin 0.04cc-0.1cc-0.2cc/kg靜

脈 内注射 ニ依 リ温 度 ノ變 化 ハ殆 ド認 メラ レズ.

 次 ニ肝臟 ノ直下部 即チ 膽嚢 部 ニ於 ケル温 度 ノ變

化 ハ次 ノ如 シ.

0.1% Adrenalin chloide 0.04cc/kg

靜脈内注射
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0.1% Adrenalin chloride 0.1cc/kg靜 脈 内 注 射

0.1% Adrenalin chloride 0.2cc/kg靜 脈 内 注 射

 此場 合 ニモ又注 射 直後 ニ温 度上昇 ヲ來 ス ヲ認 メ

ル.且 個 々 ノ場 合 ノ 上 昇 ス ル 温度 ハ大 體 ニ於 テ

注 射 シ タAdrenalinノ 量 ニ 比 例 シ テ ヲ ル 即 チ

0.04cc/kgニ テ ハ 注 射 直 後0.02℃, 0.1cc/kgニ テ

ハ0.03°-0.04°-0.05℃, 又0.2cc/kgニ テ ハ0.06°-

0.07℃ ノ温 度 上昇 ヲ記録 セ リ.

3) Choleretinヲ 注射 セ ル 時肝臟 ノ各所 ニ於

ケ ル温度 ノ變 化

 各 例共 肝臟 ノ直 上 部即 チ右 側横隔 膜 下部 ニ於 テ

ハCholeretin 0.1cc-0.2cc/kg靜 脈 内注射 ニ依

リ温度 ノ變化 ハ殆 ド認 メ ラ レズ.

次 ニ肝臟 ノ直下部 即チ膽嚢 部 ニ於 ケル温度 ノ變

化 ハ 次 ノ如 シ.

Choleretin 0.1cc/kg靜 脈 内 注 射
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Choleretin 0.2cc/kg靜 脈 内注 射

 此場 合 ニハ特 異 ナ點 ヲア ラ ハ シ0.1cc/kgニ テ

ハ周 期 的 ニ30″ ノ間 隔 ヲオ イテ計 算 的 ニハ輕微 デ

ハ アル ガ温 度 ノ上昇 ヲ來 シ,0.2cc/kgニ テハ 更 ニ

間 隔ハ短 縮 シ略 ボ15″ ヲ周 期 トシ テ同樣 ノ温 度上

昇 ヲ來 シ且後 者 ニテハ5分 ヲ經 テ却 ツテ膽 嚢 部 ノ

温 度 ハ上 昇 セル ヲ認 メタ リ.

 以上 ニ ヨリHistamin, Adrenalin, Choleretin

ニ ヨル肝臟 ノ直 下部 ニ於 ケル 温度 ノ變 化ハ 明 白 ト

ナリ タ リ.次 ニ之 等 ノCholagogaヲ 注射 セ シ時

膽 汁 分泌 ニ及 ボ ス影響 ヲ シラベ ン.

 4) Histaminノ 膽 汁分 泌 ニ及 ボ ス影 響

輸 膽管 中 ニ 口徑5mmノ 硝 子製Kanuleヲ 挿 入

シテ,出 テ來 ル膽 汁液 ノ滴 下 スル時間 ヲ測定 セ リ.

通 常 ハ1′50″-3′30″ 毎 ニ1滴 ノ割 合 デ ア ル.

0.1% Histamin 0.1cc/kg靜 脈 内 注 射

0.1% Histamin 0.2cc/kg靜 脈 内 注 射

 5) Adrenalin chlorideノ 膽 汁分泌 ニ及 ボ ス

影 響

 4) ト同樣 ノ方 法 デ行 ヘ リ.

0.1% Adrenalin chloride 0.1cc/kg

靜脈 内注射

6) Choleretinノ 膽 汁分泌 ニ及 ボ ス影響

4) ト同樣 ノ方 法 デ行 ヘ リ.
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Choleretin 0.1cc/kg靜 脈 内 注 射

Choleretin 0.3cc/kg靜 脈 内 注 射

 即 チHistamin 0.1cc/kgニ テ モ 輕 度 ナ ガ ラ膽

汁 ノ分 泌 ハ 促 進 サ ル ル ガ0.2cc/kgニ テ ハ 更 ニ著

シ ク促 進 サ ル.又Adrenalinニ テ モ膽 汁 分 泌 ノ

促 進 ガ 記 録 サ レ テ ヲ ル.偖 而Choleretinニ テ ハ

0.1cc/kgニ テ ハ30秒 ヲ周 期 トシ テ 又0.2cc/kgニ

テ ハ15秒 ヲ 周 期 ト シ テ 膽 汁 ハ 滴 下 ス.

第4章 考 案

 森 本薫 氏 ニ依 レバ,家 兎 ノ各臟 器竝 ニ組 織 ノ正

常温 ハ肝 臟 ガ最 高温 ヲ示 シ次 ニ腎臟 腹 腔 内 ノ中心

部,子 宮 ニシテ最 モ低 キハ腦,筋 肉,皮 下 ノ温 度

ノ順 序 ナ リ ト.本 實驗 ノ成 績 又大體 ニ於 テ相一 致

ス.サ レ ド筋 肉 ニ テモ上肢 ニテハ腦 ヨリモ高温 ナ

リ,又 皮 下 ニテモ胸 部,腹 部,背 部 ニテハ腦 ヨリ

モ高温 ナ リ.次 ニ肝 實質 中 ヨリ肝表 面 ノ温度 ノ高

キ事 ハ前 者 ニテハThermonadel挿 入 ノ際肝 臟 實

質 ヲ傷 ケル 爲 竝 ニ出血 ノ影響 ガ多分 ニアル モ ノ ト

思 惟 セ ラル.:―(Brehl & Kratzchハ 家 兎 ノ大 動

脈 血ハ肝 臟温 ヨ リモ0.4-0.8℃ モ低 イ ト云 ヒ,小

坂氏 又肝 靜脈 ハ門脈 ヨ リモ0.23℃ 高 イ ト報 告 ス)

尚 ホ伊藤 氏ハ家 兎 ノ最 高温 ハ肝臟 デハ ナク テ十 二

指 腸 ニ ア ル ト云 ツ テ ヰ ル 事 モ 一 應 ハ 考 ヘ ラ レル 事

柄 ナ リ.次 ニHistamin, Adrenalin, Choleretin

等 ノCholaguga注 射 時 ニ於 ケ ル 膽 嚢 部 ノ 温 度 上

昇 ハ 膽 汁 ノ 流 出 ニ 關 係 ア リ ト考 ヘ テ 可 ナ ラ ン.

    第5章 總 括及ビ結論

1) 肝臟ハ各組織及ビ器官中最高温ヲ保持シ,

尚 ホ肝臟 ノ表 面(膽 嚢 部)ハ 實 質 中 ヨリモ高温 ヲ示

ス(0.15°-0.40℃).

 2) 肝 臟 ノ次 ニハ 腎臟 ガ高温 デ此 兩者 ノ温度 ノ

差 異 ハ餘 リ著 シ クハ ナイ(0.64°-1.07℃).

 3) 上 膊 及 ビ上肢 ノ筋 肉 中ハ其 ノ部 ノ皮 下 ニ於

ケル ヨ リモ相 當高 温 デ アル(上 膊 ニテハ1.62℃-

3.66℃ 上 肢 ニテハ2.84°-3.80℃ ノ差 ヲ見 ル).

 4) 筋 肉 中 デハ測定 中 ニ家兎 ガ體 動 ヲ スル ト相

當 著明 ナ温度 ノ上昇 ヲ來 シ,通 常1囘 ノ體 動 ニ ヨ

リ0.075°-0.188℃ ノ温度 上 昇 ヲ見 ル.

 5) Histamin, Adrenalin, Choloretin等 ノ

如 キCholagogaヲ 注射 スル ト速 ニ膽 嚢 部 ニ温度

ノ上昇 ヲ來 シ,コ レハ膽 汁 ノ流 出 ニ關係 ア リ ト思

ハ レル.

 結論 ニ當 リ器 官又 ハ組 織 ノ温度 ハ 其處 ニ生 産 サ

レル熱 量,喪 失,又 ハ他 カ ラ運 バ レル熱量 即 チ各

器 官 ノ活動 性 ノ強弱,位 置 及 ビ血 液 供給 ノ多 少等

ニ ヨ リ決定 サ レル モ ノナル事 ハ 明 カナ リ.依 而 以

上肝 臟 ガ特 ニ高 温 ヲ示 ス事 ハ其 ノ位置 ガ腹 腔 内深

ク アル事 ガ主役 ヲ演 ズル モノ ト思 ハ ル,又 肝臟 ガ

熱 源 トシテ左程 大 キ ナ役 ヲナ スモ ノ トハ考 ヘ ラ レ

ズ.

(本 論 文 ノ要 旨ハ 昭和12年4月 第16囘 大 日

本 生理 學 會 ニ於 テ發表 シ タ リ.)
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Aus dem Physiologischen Institut der Medizinischen Fakultat Okayama

(Direktor: Prof. Dr. S. Oinuma).

Experimentelle Studien der Temperatur in den verschiedenen

          Gewebe und Organen des Kaninchens.

      Von

Hiromu Masuzawa.

Eingegangen am 20. Januar 1939.

    Verfasser mass die Temperatur in verschiedenen Organen mit einem Thermonadel,

dessen eine Lotstelle im gemessenen Gewebe, wahrend andere Lotstelle im Eiswasser

gelassen wurde.

   Man bestimmte den Potentialunterschied des Thermonadels mittels Kompensations-

methode. Die Umrechnung in die Temperatur geschah durch die sorgfaltig empirisch

konstruierte Eichkurve.

Die Leber ergab sich als die warmste Stelle im Korper; …… Merkwurdigerweise war

die Oberflache warmer als Parenchym.

Nachst der Leber, hatte die Niere eine hohe Temperatur, …… Die Temperaturdifferenz

beider Organe war doch immer nur gering.

   Die Temperatur in den Muskeln des Oberarmes und Oberschenkels war hoher als die

an der Unterhaut des entsprechenden Korperteils.

   In den Muskeln wurde eine deutliche Temperatursteigerung beobachtet, wenn die

Muskel wahrend der Bestimmung eine Bewegung machten.

    Die Injektion von Cholagoga (Histamin, Adrenalin und Choleretin) brachte sofort die

Temperatursteigerung in der Gallenblasengegend hervor, was mit dem Herausfliessen der

warmen Galle zusammenhangt.

Verfasser meint, dass die hohe Temperatur der Leber hauptsachlich seiner geschutz-

ten Stelle fur Warmeentziehung verdankt, und auf der Warmebildung in diesem Organ

verhaltnismassig wenig beruht. (Autoreferat)
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